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学位論文内容の要旨
Thethesisfocusesontheprotonmlgrationandtheelectricalconductivityofhydrousmineralsunderhigh
pressure.Thethesisconsistsofthreechapters･InchapterI,electricalconductivityanisotropyofdeformedtalc
rocksandserpentinitesat3GPawasinvestlgated.Inchapter2,pressureefectonprotonmigrationinbrucitewas
investigatedbyH-Dexchangedi軌sionandelectricalconductivity experiments;Chapter3focusedonthe
electricalconductivityOfdensehydrousmagnesiumsilicatesunderhighpressureandtemperatureandthe
conductivity-depthprofileinthesubductionzone.
Exceptforsuccessfulydeterminetheelectricalconductivitiesofserpentine,talc,brucite,phaseA,
super-hydrousphaseBandphaseD,thepressureefectontheprotondifusivityandtheelectricalconductivityof
brucitewasassessed.Theenhancedprotonmlgrationandincreaslngactivatedhydrogenratioinbruciteby
compression,whichare山emainconclusioninthiswork,giveuscluesinunderstandingtheprotonbehaviorin
otherhydrousmineralswithlayeredstructureunderhighpressures.
論文幸査結果の要旨
GuoXinzhuan君は,本研究科の博士後期課程において地球内部に存在していると考えられている含水
鉱物中のプロトンの移動に関する研究を行ったC含水鉱物は地球深部に水を輸送できるキャリアとして
重要であるとされているが,それらの鉱物中における高圧力下でのプロトン (水素イオン)の移動様式
はほとんど理解されてこなかった｡本博士論文では,高温高圧下における多種の含水鉱物 (滑石,蛇紋
石,ブルース石,PhaseA,Supe血y血ousPhaseB,PhaseD)中のプロトンの移動様式を電気伝導度測定,
水素一重水素の相互拡散実験によって解明した0
本研究では,以下に列挙する点で新たな発見があった｡
1, 含水鉱物の電気伝導はプロトン伝導によって支配されている｡同じ圧力では,含水鉱物中の水
の量が増加するにつれて,電気伝導度は上昇する傾向が認められた｡
2､ マントルに相当する圧力で含水鉱物が安定な温度では電気伝導度の絶対値は低いので,地球物
理観測で得られている電気伝導度の値を説明できない｡つまり,含水鉱物はマントルの電気伝導度
には寄与しないことが分かった｡
3､ ブルーサイト[Mg(OH)2]中の水素拡散は,温度 ･圧力の上昇につれて速くなる｡電気伝導度も
同様に温度圧力の上昇に伴い高くなる｡特筆すべきは一定温度において,15GPaまでの圧力範囲で
約 1桁電気伝導度が上昇することが分かったOこの増加率は,水素拡散のそれに比べて遥かに大き
い｡このことから,電気伝導に寄与するプロトンの数の割合が圧力の増加につれ 増加することが
示唆された｡
特に単純な化学組成を持つブルーサイト[Mg(OH)2]に関しては,水素拡散 ･電気伝導度の2つの測定
を組み合わせることにより,圧力上昇によって自由に動くことのできるプロトンの割合が増える可能性
を示した研究の意義は大きい0本博士課程における研究は,博士論文として十分なレベルに達している
と判断できる｡
